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審 査 の 要 旨 
【批評】 
インターネットで宿泊予約を行うことが一般化されている事、その際に宿泊レビューが重要な情報
源になっていることは事実である。しかし、宿泊レビューに関する研究は少なかった。 
本研究では、ビジネスエリアとレジャーエリアに分割し評価を進めた点、訪日外国人を対象とした
点、宿泊施設者の立場で分析を行った点など、筆者が旅行業として培ったノウハウを生かした観点か
らの分析を行っており、独創的かつ有益な分析結果を得られている。また、宿泊レビューは口語調で
記載されたものも多い。その中でも主語を省略した文書が頻出し、テキストマイニングにおいては分
析の難易度が増す。この課題に対して、文を超えて主語を継承するロジックを適用することで、複文
もしくは２文以上で記載された評価遷移を抽出するロジックを実現した点は、テキストマイニング技
術において特筆に値する。 
以上、社会人としての実務ノウハウとテキストマイニング技術における課題解決が融合された、本
学位論文、及び、研究の内容は、博士(工学)を授与するに充分なものと判断する。 
 
【最終試験の結果】 
平成２６年１月２１日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。この結果とリスク工学専攻にお
ける達成度評価による結果に基づき、学位論文審査委員全員によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
